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2019年 (平成 31年 )03月 05日 当センターに提出された上記検体について試験した結果をご報告いたします。
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脱臭性能試験

1依 頼 者
有限会社 東亜システムクリエイ ト

2検  体
DFP514

3 試験概要
検体の脱臭性能を日本電機工業会 JEM 1467「 家庭用空気清浄機J(2015年 3月 25日 改正)の

附属書B脱臭性能試験に準じて試験 したc

4 試験結果
検体及び各汚染成分の除去率を表 1に ,沢1定対象ガスの濃度を表 2に 示 した。

表 1 検体及び各汚染成分の除去率 *

(単位 :%)

表-2 測定対象ガス濃度

(単位 :ppm)

一般財□,云人

日本食品分析セツター

除去率 (η [) 10

アンモニア除去率 (η l) 26

アセ トアルデ ヒ ド除去率 (η 2) 0

酢酸除去率 (η 3)

* 30分後の残存ガス濃度から算出

測定対象ガス 初期ガス濃度
残存ガス濃度

(30分後 )

ア ンモ ニ ア ０
０

アセ トアルデヒド 8 8

酢 酸 80 70



FRL

試験方法

検体を依頼者提供のサーキュレーターに取 り

て試験 した。試験方法は日本電機工業会 JEM
正)の 附属書B脱臭性能試験に準じた。
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付け30分 間作動させた場合の脱臭性能につい

1467「家庭用空気清浄機J(2015年 3月 25日 改

1)試 薬及び器具
測定ボックス :l m3(lm× lm× lm)ア クリル樹脂製測定ボックス

タバ コ :MEVIUS ORIGINAL 10[日 本 た ば こ産 業 株 式 会 社 ]

測定器 (検知管):ア ンモニア No 3La[株式会社 ガステック]
アセ トアルデヒド NO.92L[株式会社 ガステック]
酢酸 No.81L[株 式会社 ガステック]

2)操 作
測定ボックス内に,検体を取 り付けたサーキュレーター,か くはんファン及びタバコ吸
煙機を設置 し,か くはんファン及びタバコ吸煙機を作動させ,タ バコ5本 を燃焼させた。
ただし,最 も速 く燃焼 したタバコがフィルタに達 した時点でタバコ吸煙機の運転を停止 し,
残 りは自然発煙 させた。すべてのタバコの燃焼終了後2～ 5分後に測定器を用いて初期ガス

濃度を扱」定した。かくはんファンを停止 し,サーキュレーターを30分間作動 (風量は「2」 に

設定)さ せた。サーキュレーターを停止 した後,測定器を用いて残存ガス濃度を測定し,
各ガス濃度から検体の各汚染成分の除去率を求め, さらに検体の除去率を算出した。各除

去率の算出は以下に示した計算式に従った。

式■:η =0+)×Ю0
η :各 汚染成分の除去率 (%)
CO :初期ガス濃度 (ppm)
C  i 30分 後の残存ガス濃度 (ppm)

rzt) 十 η
式 2: η[

7,I:

η l:

η 2:

η 3:

4

除去率 (%)

アンモニア除去率 (%)

アセ トアル デ ヒ ド除去率 (%)

酢酸 除去率 (%)

以
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